
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（Se

v
e
re
A
c
u
te
R
e

sp
ira
to
ry
S
y
n
d
ro
m
e

略
し
て
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
が
マ
ス

コ
ミ
な
ど
の
報
道
で
ご
存
じ
の
様
に
中
国
を
中
心

に
流
行
し
、
世
界
中
を
大
き
な
不
安
に
陥
れ
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
こ
の
疾
患
に
つ
い
て
、
福
島
県
重

症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
対
応
行
動
計
画
を
参
考

に
し
て
と
り
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

■
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
と
は

・
定
義

中
国
広
東
省
に
端
を
発
し
、
香
港
、
北

京
な
ど
中
国
の
他
の
地
域
に
も
拡
大
し
、
ま
た
、

台
湾
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

世
界
中
の
い
く
つ
か
の
国
で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
新
し
く
発
見
さ
れ
た
感
染
症
で
す
。

・
原
因

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原

因
と
断
定
し
ま
し
た
。

・
症
状

３
８
℃
以
上
の
発
熱
、
咳
、
息
切
れ
、
呼

吸
困
難
な
ど
で
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
肺
炎

ま
た
は
呼
吸
窮
迫
症
候
群
の
所
見
（
ス
リ
ガ
ラ
ス

の
よ
う
な
影
）
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
頭
痛
、
悪

寒
戦
慄
、
食
欲
不
振
、
全
身
倦
怠
感
、
下
痢
、
意

識
混
濁
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

・
感
染
経
路

患
者
の
飛
沫
及
び
分

泌
物
（
鼻
汁
等
）
を
通
じ
て
感
染
す
る

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者

と
の
密
接
な
接
触
が
必
要
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

・
潜
伏
期
間

２
日
か
ら
１
０
日
の
範

囲
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
題
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

・
急
な
発
熱
が
あ
っ
た
場
合

３
８

度
以
上
の
急
な
発
熱
や
呼
吸
困
難
感

な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
た
場
合
、
も

し
発
症
１
０
日
以
内
に
伝
搬
確
認
地

域
ま
た
は
可
能
性
例
が
報
告
さ
れ
て

い
る
国
に
渡
航
歴
が
あ
る
方
は
、
最

寄
り
の
保
健
所
に
相
談
す
る
か
、
指

定
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
機

関
を
受
診
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
症
状
や
渡
航

歴
な
ど
に
つ
い
て
必
ず
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
（
受
入
体
制
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
）
。

ま
た
、
医
療
機
関
か
ら
疑
い
例
ま
た
は
可
能
性

例
の
診
断
を
受
け
た
場
合
に
は
、
万
一
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
保
健
所
か
ら
そ
れ
ま
で
の
家
族

や
職
場
の
同
僚
な
ど
と
の
接
触
状
況
に
つ
い
て
聴

取
さ
れ
る
と
と
も
に
、
家
族
や
職
場
に
お
け
る
消

毒
な
ど
の
感
染
防
止
策
に
つ
い
て
の
指
導
が
あ
り

ま
す
。

・
空
港
到
着
時
に
急
な
発
熱
等
が
あ
っ
た
場
合

検
疫
所
が
問
診
を
行
い
ま
す
。
問
診
の
結
果
、
疑

い
例
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
医
療
機
関
の

受
診
を
勧
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
医
療

機
関
に
電
話
連
絡
し
、
で
き
る
だ
け
人
と
の
接
触

を
避
け
、
帰
宅
前
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
空
港
で
待
機
医
師
に

よ
る
診
察
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
帰
宅
す
る

場
合
は
、
マ
ス
ク
（
Ｎ
９
５
マ
ス
ク
、
外

科
用
マ
ス
ク
が
望
ま
し
い
）
を
着
用

す
る
と
共
に
家
族
な
ど
、
人
と
の
接

触
を
出
来
る
だ
け
避
け
て
く
だ
さ
い
。

・
家
族
が
中
国
な
ど
の
発
生
が
報

告
さ
れ
て
い
る
地
域
か
ら
帰
国
す
る

場
合

帰
国
ま
で
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
症
状

が
な
け
れ
ば
、
帰
国
を
制
限
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
国
者
は
原

則
と
し
て
行
動
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
帰
国
後
１
０
日
間
は
、
発
症
（急
な
発
熱
等
）

の
有
無
に
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
１
０
日
間
は
自
主
的
に
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
と
と
も
に
で
き
る
だ
け
人
と
の
接
触
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。

■
日
常
的
な
予
防
対
策

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
感
染
経
路

と
し
て
、
空
気
感
染
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

も
の
の
、
飛
沫
感
染
が
最
も
感
染
機
会
と
し
て
多

い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
感
染
源
と
な
る

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
患
者
と
接
触
す
る
機
会
が
少
な
い
一
般

の
人
に
お
い
て
は
、
花
粉
症
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
に
用
い
ら
れ
て
い
る
通
常
の
マ
ス
ク
の
着
用

が
、
十
分
と
は
い
え
な
い
も
の
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
患
者
か

ら
の
飛
沫
感
染
予
防
の
効
果
が
あ
り
、
実
際
的
な

方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
手
洗
い
、

う
が
い
の
励
行
等
の
予
防
策
に
つ
い
て
も
併
せ
て

実
施
す
る
こ
と
が
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
感
染
を
予
防
す
る
上

で
重
要
で
す
。

な
お
、
Ｎ
９
５
マ
ス
ク
、
外
科
用
マ
ス
ク
は
、
医

療
現
場
に
お
い
て
患
者
に
濃
厚
に
接
触
す
る
医
療

従
事
者
等
が
、
特
殊
な
場
面
で
の
使
用
の
た
め
に

製
造
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
日
常
生
活
で
一

般
の
人
が
用
い
る
に
は
、
呼
吸
が
苦
し
く
な
り
、

実
用
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は

電
子
顕
微
鏡
で
見
た

場
合
に
、
ウ
イ
ル
ス
表
面
か
ら
花
弁
状
の
突
起
が

出
て
い
て
、
太
陽
の
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
見
え
る
ウ
イ

ル
ス
を
ま
と
め
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
言
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
も
、
ヒ
ト
に
か
ぜ
様
症
状
を
お
こ
す

も
の
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
症

状
は
軽
度
～
中
等
度
で
あ
り
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
よ
う

に
重
症
な
病
気
を
お
こ
す
も
の
は
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
動
物
で
は
、
た
と
え
ば
ブ
タ
、

ニ
ワ
ト
リ
な
ど
に
呼
吸
器
系
、
消
化
管
、
肝
臓
、
神

経
系
な
ど
の
病
気
を
お
こ
す
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
従
来
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
遺
伝

子
的
に
か
な
り
異
な
る
も
の
で
、
ど
の
よ
う
に
し

て
出
現
し
た
か
は
、
不
明
で
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
な
か
で
、
動
物
に
だ
け
感
染
す
る
は

ず
の
も
の
が
、
変
異
を
お
こ
し
て
ヒ
ト
に
感
染
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
す
し
、
も
と
も

と
ヒ
ト
に
感
染
し
て
い
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
や
は

り
変
異
を
お
こ
し
て
、
今
ま
で
よ
り
病
原
性
が
強

く
な
る
、
す
な
わ
ち
重
症
な
病
気
を
お
こ
す
よ
う

に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

参
考
資
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・
福
島
県
Ｓ
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Ｒ
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応
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・
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Ａ
Ｒ
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＆
Ａ

・
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Ｒ
Ｓ
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情
報
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※この情報紙のコピー及びバックナンバーをご希望の方は受付までどうぞ。

今月のテーマ

ＳＡＲＳ

症例定義
＊疑い例
・３８度以上の急激な発熱
・咳、呼吸困難感などの呼吸器症状
かつ、以下のいずれかを満たす者
・発症前１０日以内に、原因不明の重症急性呼吸器症候群（以下「Ｓ
ＡＲＳ」）という）の発生が報告されている地域（注）に旅行したもの
・発症前１０日以内に」、ＳＡＲＳの症例を看護・介護するか、同居して
いるか、患者の気道分泌物、体液に触れた者
（注）ＷＨＯが５月１日現在、勧告している地域
トロント（カナダ）、中国（北京・広東省・山西省・天津・香港・台湾）、
シンガポール、内モンゴル地区、ウランバートル

＊可能性例
疑い例であり
・胸部レントゲン写真で肺炎、又は呼吸窮迫症候群の所見を示す者、
・原因不明の呼吸器疾患で死亡し、剖検により呼吸窮迫症候群の
病理学的所見を示したもの

伝搬確認地域（Ｈ１５．５．３１現在）
カナダ（トロント）、中国（北京・広東・河北・香港・
湖北・内蒙古自治区・吉林・江蘇・山西・陝西・天津
・台湾 ※この情報は時間と共に変化します。

不安を抱いた場合の相談窓口
ＳＡＲＳに関して疑問や不安がある場合には、次の機関に相
談窓口が設置されておりますので、お気軽にご相談下さい。
なお、相談時間は月曜日から金曜日の午前８時３０分から午
後５時１５分までです。

・福島県保健福祉部健康衛生領域：０２４－５２１－７２３８
・県北保健福祉事務所生活衛生部：０２４－５３４－４１１３
・県中保健福祉事務所生活衛生部：０２４８－７５－７８１８
・県南保健福祉事務所生活衛生部：０２４８－２２－６４０５
・会津保健福祉事務所生活衛生部：０２４２－２９－５５１２
・南会津保健福祉事務所健康福祉部：０２４１－６３－０３０５
・相双保健福祉事務所生活衛生部：０２４４－２６－１３２８
・郡山市保健所地域保健課：０２４－９２４－２１６３
・いわき市保健所地域保健課：０２４６－２７－８５９５

発行：土川内科小児科
二本松市槻木２５０の３
電話：0243-22-6688
発行責任者：土川研也

県北医療圏で受診可能な医療機関
・福島医大付属病院（０２４ ５４８ ２１１１）

・福島赤十字病院（０２４ ５３４ ６１０１）

・大原総合病院（０２４ ５２６ ０３００）


